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【 シラバス作成のガイドライン 】 

【１】 シラバスについて 

シラバスは授業の方針や学習計画を学生に周知する目的で作成されるものです。シラバスには科目名、担当教

員名、単位数、開講期、到達目標、授業概要、担当科目に関連する実務経験の有無及び内容、各回の授業の内容

及び事前事後学習の内容、毎回の授業に必要な学習時間、科目の学習成果と学科の学習成果との関係など、学生

が授業を受けて単位を修得するために必要な情報が含まれています。学生はこのようなシラバスを参考にして、

履修科目登録時に科目選択を行い、受講することになります。シラバスは受講する学生にとって不可欠なもので

す。  

【２】 シラバス作成の意義 

大学で行われる個々の授業は大きな学問体系の枠組みとしてのカリキュラムの中に位置づけられています。そ

のため、自分の担当する科目と他の科目との関係に配慮することが必要です。また、シラバス作成に当たっては

PDCA サイクルを意識して作成することが重要です。 

到達目標と適切な授業計画などは①Plan（目標設定）であり、②Do（実行）は単位の実質化（シラバスに従っ

た授業運営、成績評価基準の明確化）、③Check（点検）は成績評価の厳格化（学生や担当者自身、同僚による評

価結果のチェック）、そして④Action（改善）では、個々の教育内容・方法の改善と教育課程編成の改善などを行

います。PDCA サイクルを継続的に行うことで、授業の改善につなげることが重要です。 

 

【３】 シラバスシステムへの入力について 

以下ではシラバスシステムに入力するに当たって、注意すべき点を記載していますので、確認のうえ、必要事

項を漏れなく入力してください。 

シラバスは、本学ホームページにて広く公表されていますので、表現等にご注意ください。 

また、公開前に学科長等により入力内容が適切であるかの点検が行われます。内容等に不備があれば、修正を求

められます。 

 

■留意点 

① 科目単位での入力ではなく授業（コマ）単位での入力となります。 

② 過去及び他のシラバス情報を検索、コピーすることができます。 

③ 入力途中の状態での一時保存ができ、「担当授業一覧」で進捗状況を確認できます。 

④ 1 つの授業を複数の教員で担当する場合（オムニバス形式など）、代表の教員のみ入力をしてください。 

⑤ 1つの科目名で複数の教員がそれぞれ授業を担当する場合（例：基礎ゼミナール、英語Ⅰ・Ⅱなど）、 

まず代表の教員が入力をし、その内容をコピーして登録してください。 

⑥ 文中で強調したい文言がある場合は『 』等で対応してください。 

⑦ 常用漢字以外の場合は、正しく表示されない場合がありますので、そのような場合は、あらかじめカタ

カナを使うか、近い日本語を使用し、必要であればその後ろに（ ）で説明を追記してください。 
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シラバスの入力ガイド 

  

2026 

「*」の項目については、入力が必須となっております。「教科書」「参考

書」が未定の場合であっても、何かしらの文言をご入力いただかない

と、完了することができません。 

 

テーマ・題材・方法等の入力をお願いいたします。 

授業概要を英文でご入力ください。 

http://svplastest.soka.ac.jp/csp/plas/p030202kv2019.csp
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実務経験の内容を具体的にご記入ください。 

実務経験の内容と授業内容との関連をご記入

ください。※記入例 別紙参照 

授業内容は 15回（週 2回授業は 30回）

分、全員ご記入ください。尚、以下の点

に気をつけてご記入ください。 

① 1回目は「ガイダンス」だけでな

く、ガイダンスで話す内容をご記入

ください。 

② 「試験」を行う授業回は、「試験お

よび解説」とご記入ください。 

各回の「事前事後学習の内

容など」をご記入ください。 

尚、1 回目は「シラバスを確認

して授業に出席してください」

とご記入ください。 

実務経験年数をご記入ください 



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業で使用するものを入力し、教

科書を使用しない場合は、その

旨を入力下さい 

30 分単位で入力をお願いいたします。 
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配点率：ひとつの「科目の学習成果」について複数の

評価方法を入力した場合、評価方法ごとの配点率の

合計は、その「科目の学習成果」に入力する《配点

率％》欄の数字に必ず一致するようにします。 

 

「学科の学習成果項目」は、プルダウン方式により８つの

項目が表示されます。そこから「その他」を除いて、７つの

項目からひとつ以上を必ず選択してください。同一の「学

科の学習成果項目」を複数個選択することも可能です（必

要に応じて、「その他」を選択します）。 

「学科の学習成果項目」に対応させて「科目の学習成果」を入力します。「科目の学習成果」は、授業を履修する

ことにより達成可能な学習成果の具体的内容です。 

「科目の学習成果」ごとに【評価方法と配点率】を入力してください。各学習成果の評価方法は、上記の学科学習

成果の詳細（PDF）の９つの評価方法から、可能な限り「その他」以外の評価方法を選んでください。ひとつの「科

目の学習成果」に対して複数の評価方法で評価することも可能です。 

評価方法ごとに配点率を入力してください。例：【小テスト５%、授業時試験 11%、定期試験 24%】。なお、授業の

出席回数を評価に入れることはできませんので、「出席点」や「出席状況」等で、○％という記載はしないで下さい。

また、「その他」の評価方法による場合は、具体的な評価方法を括弧のなかに入力してください。例：その他（ワー

クシート）、その他（授業中のパフォーマンス ※詳細は授業内で話します） 

こちらをクリックすると、学科 

学習成果の詳細（PDF）を 

別ウインドウで表示します 
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評価方法をプルダウンで選択してください。 

*「ABC」評価の場合・・・「ABC」を選択 

*「PF」評価の場合・・・「PF/SU」を選択 

最後に「申請」ボタンを押し、

入力処理完了となります。 
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国際ビジネス学科の学習成果 

本学の学習成果は、以下のように４領域、７項目によって構成されています。ご担当の授業科目ごとに「学科

の学習成果項目」を選択して頂きます。この学科の学習成果に対応させて、教養科目および専門科目の各授業科

目の学習成果を「科目の学習成果」として入力して頂くことになります。 

 

 

 

 

「科目の学習成果」は、以下の評価方法により学生の学習成果の達成度合いを評価してください。授業の出席

回数で測ることは避けてください。 

 

評価方法は、次の 9 つから選び、可能な限りその他以外の評価方法を選んでください。 

⑴ 宿題 Assignment、⑵小テスト Mini-test、⑶授業時試験 Midterm Exam、⑷レポート Report、 

⑸プロジェクト Project（目標、計画、課題の達成度）、⑹プレゼンテーション Presentation、 

⑺作品 Works、⑻定期試験 Final Exam、⑼その他 Others（⑴から⑻以外の場合） 

 

「科目の学習成果」ごとに、評価方法とその評価方法ごとの配点率を入力して頂くことになります。  
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（別紙）実務経験の有無についての入力例 

※ 実務経験は過去現在を問わず、学内外、資格の有無は問いません。 

（入力フォーム） 

 

 

担当教員に実務経験がある場合 ＜入力例＞ 

実務経験の内容：メーカーの知財部門で特許申請業務に 5 年間携わる 

実務経験に関連する授業内容： 

特許制度の基本的な知識と手法、特許を用いた研究成果の保護・活用の考え方について講義する 

 

実務経験の内容：企業カウンセラーとして、労働安全衛生分野において心理相談業務に従事 

実務経験に関連する授業内容： 

国内の労働環境の変化や国としての取組み、企業内での業務の位置づけなどを概括し、具体的なカウンセリング

事例をとおして、キャリアにおける心の健康づくりについて解説する 

 

実務経験者が指導に関わる場合 ＜入力例＞ 

 

実務経験の内容：様々な分野の企業や組織の経営者 

実務経験に関連する授業内容： 

関係する業界・企業についての解説、組織経営の体験に基づいたリーダーとしての生き方についての講演 

※第 2 回から第 14 回の授業内容に、講演者・テーマを記します 

 

実践的な教育内容の科目の場合 ＜入力例＞ 

 

インターンシップ、実習など実践的な科目については、本項目にチェックを入力してください。 

実務経験の内容、実務経験に関連する授業内容欄について未記入で結構です。 
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「実務経験のある教員による授業科目」について（参考） 

 

文部科学省 2018 年 11 月提示の FAQ から抜粋した内容です。本内容は現時点の考え方を示したものとして提

示されていますので、ご参考ください。 

 

（実務経験のある教員による授業科目の配置） 

Ｑ「実務経験のある教員による授業科目」とはどのような授業科目を指すのですか。 

Ａ担当する授業科目に関連した実務経験を有している者が、その実務経験を十分に授業に活かしつつ、実践的教

育を行っていることが必要です。（実務経験があっても、担当する授業科目の教育内容と関わりがなく、授業に実

務経験を生かしているとは言えない場合は対象とはなりません。） 

また、必ずしも実務経験のある教員が直接の担当でなくとも、オムニバス形式で多様な企業等から講師を招いて

指導を行う授業や、学外でのインターンシップや実習、研修を中心に位置付けている授業など、主として実践的

教育から構成される授業科目については、実務経験のある教員による授業科目に含むものとします。 

どのような実務経験をもつ教員がその教員の担当する授業科目にどのように活かしているか、大学等がシラバス

等において学生等に対して明示していることが必要です。 

 

Ｑ「実務経験」は、過去の経験でも良いのでしょうか。現在携わっている必要はないのでしょうか。 

Ａ過去の実務経験であっても、現に実務に携わっている場合であっても、いずれでも構いません。また、実務経

験のある時期や期間についても定めを設ける予定はありませんが、実践的教育を行うという要件設定の趣旨を踏

まえ、大学として説明責任を果たせる授業科目を計上して下さい。 

 

Ｑ「実務経験のある教員」は他大学と兼務でもよいですか。 

Ａ差し支えありません。常勤教員でなくとも、非常勤教員でもかまいません。 

 

Ｑ学外での勤務経験があれば、実務経験のある教員と言えますか。 

Ａ学外であるか否かよりも、担当する授業科目の教育内容と関連した実務経験であることが重要です。逆に、学

内での実務経験であっても、例えば、大学附属病院の医師や看護師が教員として実務に関連した内容の授業科目

を担当している場合には、実務経験のある教員による授業科目に該当します。 

 

Ｑ資格があれば、実務経験のある教員と言えますか。 

Ａ資格があれば直ちに該当するわけではなく、現に実務に携わった経験があり、それと関連した内容の授業科目

を担当していることが必要です。 

 

Ｑオムニバス形式の授業を対象として計上する場合、どの程度の回数で外部から講師を招いていれば認められる

のでしょうか。基準はありますか。 

Ａ回数などの基準を特に設ける予定はありませんが、大学・学校として対外的に責任を持って、実践的教育であ

ると説明できることが必要です。 
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Ｑ担当教員に実務経験がなく、実務経験のある教員や企業等からの講師等も関わっていないものの、内容として

は実践的教育であると考える場合、「実務経験のある教員による授業科目」として認められますか。 

Ａ実務経験のある他の教員や企業等の協力を得ていれば、担当教員に実務経験がなくとも「実質的に実践的教育

が行われている」と捉えることもできますが、そうした要素が全くなく、単に「実践的である」との主張だけで

は要件を満たしたとは言えないと考えられます。 

 

Ｑシラバスにはどの程度の詳細に記載しなければなりませんか。教員の経歴などを詳細に記載する必要がありま

すか。 

Ａどの科目が、実務経験のある教員の授業科目であるかが学生等に分かることが重要です。 

履修を選択する学生等にとって「どのような実務経験をもつ教員が、その実務経験を生かして、どのような教育

を行っているか」が明確に分かるかどうかという視点に立って、記載内容を検討してください。 

 

Ｑ「実務経験のある教員による授業科目」であることは必ずシラバスに記載する必要がありますか。 

Ａどの授業科目が「実務経験のある教員による授業科目」であるか、学生等が分かるように、授業方法や内容、

到達目標等とあわせて、シラバスに明記いただくことが必要です。 

 


